
 

 

 

 

 

 

ともの仲間：石橋稔さん（重度障がい者） 

絵と「思い」の文書を清水駅前銀座で個展 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ともの家施設長 滝戸より 

付き合いを始めて、 

２５年の歳月が経ちまし

た。 

紆余曲折、波乱万丈を

乗り越え、その都度支え

合ってきた仲間として、

石橋君が、動き出したことに関しては、出来る 

限り協力してきました。 

主役は本人、   これからも自分の足で歩

いて行って欲しい。 

 個展は石橋君の生きざま 

そのものでした。 

 

福祉情報を発信します 

風の子保育園・あすなろの家・ともの家 

No18  

静岡市清水区山原871-2 
Tel 054-363-2046 
Fax 054-363-0522 

社会福祉法人 清水あすなろ福祉会 
 2019年9月20日 

（令和元年） 

プロフィール 昭和 35年生まれ 59歳 

生後 3ヶ月の時、兄弟の麻疹が感染して脳に障害を負う。アパートでの一人暮

らしも 30 年を超えた。若い頃は自力歩行も可能だったが、20 年前から電動

車いすの生活。脳性麻痺の2障害で、2度の頸椎手術を乗り越えている。現在、

身の回りのことはほぼ全介助。文字は特別なマウスを使ってパソコン入力。 

なぜ個展開催を思いつきました？ 

 絵を描くのが好きだった母に、絵を描きた

いと言ったら、すぐに画材を買ってきてくれ

ました。本格的に書き初めて４０年。 

以前より、個展をやってみたいとの思いは

ありましたが、「思い」で終わっていました。 

今回は「思い」を具体化するための協力者や

応援してくれる人が存在したことがきっかけ

です。 

 
石橋さんより一言メッセージ 

 障害を持つということは人より頑張って苦労しない

と社会の中で生きていけないと思っている。 

そうしないと、施設に入ることになる。だからこれか

らも僕は無理してでも、外へ出て行くよ！ 

 

1日 20～30人が立寄る 

 



保育の無償化（３才以上）始まる（10/1～） 
これでいいの？「子育て支援」 給食費は実費負担に 待機児童解消は？ 保育の質確保は？・・・ 

▷無償化は３才クラス以上の子ども  

※０～２才クラスは住民税非課税世帯の子どものみ無償化 

▷ただし、本来保育の一環である給食の副食費が無償化対象外に！ 

なぜ給食だけ実費負担？ 

保育の無償化は大歓迎ですが、なぜ給食費

だけ切り離して対象外とするのか疑問です。 

園にとっても、給食を含めた保育を委託さ

れているにも関わらず、事務負担の生じる副

食費の徴収責任を負い、さらに徴収する以上

の補助金がカットされると言われています。 

さまざまな問題が指摘 

 そもそも「幼児教育・保育の無償化」（子ど

も・子育て支援法改正）にはさまざまな問題が

指摘されています。例えば・・・ 

●無償化により保育需要が喚起されると予想

されるが、待機児童解消に認可保育所の拡充

より、質の確保が不充分な保育を広げる方向

になっている。 

●従来の保育料は所得に応じて軽減が図られ

ており、低所得世帯にとって恩恵は少なく、消

費税増税の負担のみ増え、格差が拡大する。 

●公立保育所は自治体負担が大きいため 

（100%負担）民営化が加速される恐れ。 

―機会があれば詳しくお知らせします 

ともの家 30 周年映画会：「イーちゃんの白い杖」 
全盲の姉と重度障害の弟。私たちはなぜ生まれてきたのか。20 年間の心の記録。 

「ともの家」は「障がいのある子どもたちも、社会で

地域で当たり前に暮らし働くことができる世の中に

したい」と願い、３０年という月日を乗り越えてきま

した。映画を通して、障がいのある仲間たちへの理解

を広め、今一度、人の尊厳について考えるきっかけに

と願っています。 

イーちゃんには寄宿舎で会いました！ 
夢と現実とのはざまで・・・最後に…笑顔が 

（映画会に参加して…）法人理事 苅和 弘美 

8 月 31 日、ともの家 30 周年事業のひとつと

して開催された映画会に参加させていただき

ました。会場にはともの家の仲間が作った看

板や虹の飾りなどが準備され、受け付けやチ

ケット回収、販売などで、ともの家の仲間たち

が迎えてくれました。 

映画は、「夜明け前」と「イーちゃんの白い

杖」の２本立てでした。「イーちゃんの白い杖」

のイーちゃんには、彼女が小学校高学年の頃、

学校の寄宿舎で会ったことがあります。ちょ

うど、東京への進学が決まり、とてもうれしそ

うにしていたのを覚えています。その後の彼

女にいろいろなことが起こったことを、この

映画で知りました。 

自分の夢と現実とのはざまでの悩み、障害

者が働くことの大変な社会の中で自分の道を

みつけていく困難さなど、イーちゃんが大人

になっていく姿を通していろいろなことを考

えさせられました。最後に、共に歩む人ができ

たイーちゃんの笑顔が印象的でした。イーち

ゃんの家族の自然な関わり、明るさも心に残

りました。「自立というのは、自分ができない

ことを言えることだ。」という言葉がありまし

たが、障害があってもなくても、人として互い

に理解しあい支えあっていけることが大切な

のではと思いました。 



あすなろの家：ショートから自宅復帰をめざす介護 

独り暮らし困難と診断の女性→ショートで自立支援介護⇒念願の我が家に 

あすなろの家の自立支援介護は水分、

食事、排便、運動の４つのケアを重点的に

行い、介護の力でお年寄りを元気にする、

できないことを手伝うのではなく、でき

るようになることを助けるケアです。 

目指しているのは、その技術で入居者

のみでなく、地域のお年寄りも元気にし

て、この地域でずっと暮らしていくため

のあすなろの家になること。 

その一つの例をご紹介します。 

入院中の独り暮らしの88歳女性 

独り暮らしの継続は困難とのDr診断 

88歳女性、独り暮らし。Ｈ31冬、体調を崩

し入院。病状もある程度回復し退院後の生活

について検討するが、病院側の見解としては、

在宅、まして、独り暮らしの継続は難しいとの

こと。経口摂取は不安定ながら可能であるが、

自力生存を可能とする必要最小限の摂取量を

維持する事は不可能なレベル。精神面では自

力生存は不可能なレベル。 

本人の「家に帰りたい」希望に向けて 

退院後ショートで受け入れ、 

在宅復帰をめざす挑戦を 

ご本人の「家に帰りたい」という希望を

叶えるため、ケアマネ、ショート、ヘルパ

ー、デイが連携をとりながら、在宅復帰を

目指す挑戦が始まりました。 

（水分）退院と同時にあすなろのショートで

受入れ、まずは水分摂取に力を入れ、入所初日

は 500ｍｌだった水分を一週間で 1100ml ま

であげることができました（その後 1500ml）。 

（食事）そこから 1500kcalの食事摂取により

低栄養の改善を目指し、入所時は半量程度だ

った食事量も、退所の頃にはほぼ全量摂れる

ようになりました。（ベッド上ではなく椅子に

座って常食摂取が原則）。 

（運動）運動は入所日は 0

ｍでしたが、歩行器を使っ

た歩行に取り組み、90m→

140m→200m と、退所の

頃にはシルバーカーで

760m 歩けるようになり

ました。 

（排泄）排泄面は下剤は使

用しなかったこともあり、

トイレ内での排便可能な状態に早い段階から

戻せていました。 

元気に！➪在宅での生活支援を検討 

ショート26日目で念願の我が家に 

その後、かなり元気が出てきて、自分から歩

くと言ってくれたり、歌ボラさんと歌をうた

ったり、笑顔も多く見られるようになりまし

た。 

ここからは、自宅に帰ってからの生活支援

をケアマネ、ヘルパー、デイで検討。 

入院してから６０日目、ショートへ入所し

てから２６日目で念願の我が家に帰ることが

できました。 

それから４か月ほど経過しておりますが、

今年の暑い夏も元気に乗り越え、自宅での生

活を継続されています。 

 

 

歩行器での歩行練習 

 

―お詫びと訂正のお知らせ― 

当紙前号の「新任理事のお知らせ」で紹介

のお名前が間違っておりました。お詫び申

し上げるとともに、訂正いたします。 

新任理事は見機和人氏です。 



  過去の「法による差別」に国の責任は？ 

理事長 杉井 則夫 

今年 6 月、ハンセン病家族訴訟判決が熊本

地裁であり、国のハンセン病隔離政策により

患者の家族が偏見差別を受けるなどの差別被

害を発生させたとし、慰謝料として国家賠償

の対象とする判決が下されました。 

「国家賠償法」って何？ 

国家賠償法という法律があります。この法

律は日本国憲法第 17 条（何人も、公務員の不

法行為により損害を受けた時は、法律の定め

るところにより、国または公共団体にその賠

償を求めることができる）に定められた国及

び公共団体の賠償責任を具体的にするための

実施法律として制定された日本の法律です。 

立証責任は被害者に→大変な裁判を 

国民の権利について定めた法律ではありま

すが、実際に国民が国を相手に損害賠償請求

を出すのは容易なことではありません。 

国または公共団体の不法行為であることの

立証責任が課せられ、過去の主要な判例では

塵肺訴訟、関西水俣病訴訟などいくつもあり

ますが、何れも弁護団を作っての大型訴訟に

なっています。最近では冒頭に書いたハンセ

ン病家族訴訟における熊本地裁判決は国の控

訴断念により判決が確定しています。 

旧優生保護法による不妊手術 

「時効」で国の賠償責任は「消滅」？ 

一方、旧優生保護法で不妊手術を強制され

るなどした被害者の国家賠償訴訟は 7 地裁で

係争中ですが、その中で仙台地裁の判決は旧

優生保護法の違憲性は認めたにもかかわらず、

国の賠償は時効を理由に認めませんでした。 

1948 年に成立した旧優生保護法は精神障害

や遺伝性疾患を持った者に同意を必要としな

い強制力で不妊手術を行うもので、10 歳未満

の子供にまで不妊手術を行いました。 

この旧優生保護法は全

会派一致による議員提案

による法律として制定さ

れたものですが、昨年1月

宮城県の一人の女性の被

害救済の提訴を受けて、

社民党と共産党は当時の

過ちを認めて謝罪声明を出しました。 

しかし自公政権はこの法律が全会一致で成

立した議員立法であったという理由で、今に

なって違憲とは言えないという立場です。 

それでも、提訴を受けて今年 4 月に、旧優生

保護法下で不妊手術を強制された被害者に一

時金を支給する法律を議員提案の法律として

制定しました。この法律では旧優生保護法が

誤りであったと認めているにもかかわらず、

謝る主体が明記されず、国の責任があいまい

になったままです。 

「救済」も本人が申告 

これで、どこまで救済されるのか？ 

また救済は本人申告となっていて現時点で

は 5 人が救済認定を受けられただけで、12,000

人と言われる支給対象となる生存被害者がど

こまで救済されるかは甚だしく不透明です。

また救済金額も賠償請求訴訟の金額に比べる

と著しく低く、隔たりが大きいのが現状です。 

国は「国賠法」の観点で謝罪と賠償を！ 

過去の国賠法裁判でもそうですが、個人が

国と裁判で争うのは並大抵のことではありま

せん。権利というものは与えられるものでは

なく自ら主張し勝ち取っていくものであった

としても、このように法律まで作って被害者

を救済しようとしているのですから、国はめ

んつにこだわらず国賠法の観点で責任を認め、

正式な謝罪と損害賠償への道を開くべきでは

ないでしょうか。 

旧優生保護法による不妊手術・ハンセン病家族への偏見差別 


